
総

目

次

◎

「
東
海
学
園
国
語
国
文
」
総

目
次

・
創
刊
号

(昭
和
四
十
五
年

七
月
)

更
級
日
記

一
つ
二

つ

『百
椿
集
』
に
あ
ら
わ
れ
た
安
楽
庵
策
伝
の
人
間
像

湛
澄
文
献
解
題

ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
見
た

「
多
し
」
の
音
韻
に
つ
い
て

サ
変
動
詞
に
つ
い
て

-
漢
語
サ
変
動
詞
の
構
造
-

徳
川
竹
姫
の
婚
礼
調
度
献
上
目
録

・
第
二
号

(昭
和
四
十
六
年

三
月
)

愛
知
医
大
時
代
の
木
下
杢
太
郎

(
そ
の
二
)

小
寺
玉
晃
論

(上
)

正
法
眼
蔵
の
表
記
法

-
道
元

・
懐
弊
筆
本
に
お
け
る
ー

「芳
雲
和
歌
集
類
題
」
傍
注

「奥
田
大
和
」

ノ
ー
ト

・
第
三
号

(昭
和
四
十
七
年

三
月
)

浅
井
了
意
の
自
筆
版
下
本
を
め
ぐ

っ
て

未
翻
刻
猿
猴
庵
日
記

(
そ
の

一
)

1
栗
田
文
庫
本
ー

「
小
原
歌
舞
伎
」

1
そ
の
概
要
1

(
1
)

古
事
記
地
名
索
引

-
付
、
地
名
由
来
説
話
索
引
-

正
法
眼
蔵
随
聞
記
語
彙
表

(
上
)

近
藤
田
島

(創
刊
号
～
第
五
十
九
号
)

北 田 小 熊 関 宮
条 島 島 谷 山 田

秀 銃 幸 武 和
雄 堂 枝 至 夫 光

田 熊 田 関 延
淵 谷 島 山 広

幸 武 鱗 和 真
恵 至 堂 夫 治

 

北
条

秀
雄

延
広

真
治

山
内

絹
代

木
戸
由
紀
子

・
窪
寺
み
ち
る

洋
子

・
鈴
木

幸
子

鮪
堂

・
西
川
ま
さ
美

服
部
登
美
子

・
前
田

政
子

・
第
四
号

(昭
和
四
十
八
年

三
月
)

「春
庭
翁
家
集
」
(柴
田
顕
光
写
本
)

小
寺
玉
晃
論

(二
)

「
小
原
歌
舞
伎
」

1
そ
の
概
要
1

(二
)

中
村
本

『
夜
寝
覚
物
語
』
の
改
作
態
度
に
つ
い
て

正
法
眼
蔵
随
聞
記
語
彙
表

(下
)

近
藤
田
島

洋
子

・
鈴
木

服
部
登
美
子

・
前
田
西 宮 山 関 熊
川 田 内 山 谷
ま
政 さ 幸 絹 和 武
子 美 子 光 代 夫 至

 

・
第
五
号

(昭
和
四
十
八
年

十
二
月
)

『当
世
書
生
気
質
』
の
文
章
体

栗
田

靖

南
蛮
柿
を
あ
ぐ

っ
て

ー

「
コ
リ
ャ
ー
ド
の
辞
書
」

の
覚
え
書
か
ら
ー

小
島

幸
枝

乾
坤
院
本
正
法
眼
蔵

の
本
文

1
そ
の

一
、
誤
写
に
つ
い
て
1
田
島

銃
堂

長
円
寺
本
正
法
眼
蔵
随
聞
記
の
音
便

近
藤

洋
子

十
六
夜
日
記
語
彙
表

加
藤

藤
子

・
近
藤
喜
美
子

田
島

鱗
堂

・
三
浦

府

・
第
六
号

(昭
和
四
十
九
年

三
月
)

子
規
に
お
け
る
短
歌
の
革
新

ー

「趣
向
の
変
化
」
と

「複
雑
な
る
趣
向
」
1

栗
田

靖

氷
室
長
翁
家
集

熊
谷

武
至

小
寺
玉
晃
論

(三
)

関
山

和
夫

乾
坤
院
本
正
法
眼
蔵

の
本
文

i
そ
の
二
、
系
統
的
性
格

に
つ
い
て
ー

田
島

鱗
堂

「後
拾
遺
和
歌
集
」
作
者
表
記
私
記

(
一
)

嘉
藤
久
美
子
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十
六
夜
日
記
語
彙
表

(下
)

加
藤

藤
子

・
近
藤
喜
美
子

田
島

銃
堂

・
三
浦

府

・
第
七
号

(昭
和
五
十
年

三
月
)

鐸
舎
奉
納
歌

熊
谷

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

-

そ
の
用
例

(二
)
1

田
島

原
田
版

「
こ
ん
て
む

つ
す
む
ん
地
」
の
版
式
を
あ
ぐ
る
問
題
か
ら

ー
キ
リ
シ
タ
ン
語
学
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
1

小
島

広
島

の
神
楽

(
一
)

今
西

織
部
型
灯
篭

に
つ
い
て

ー
名
古
屋
周
辺
に
お
け
る
ー

吉
田

蒙
古
襲
来
絵
詞
詞
書
語
彙
表

神
谷

尚
子

・
川
口

川
戸

京
子

・
田
島

・
第
八
号

(昭
和
五
十
年

九
月
)

宇
都
宮
綱
根

「上
京
日
記
」

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

i

そ
の
用
例

越
飛
国
境
地
帯
に
お
け
る
チ

ョ
ー
ダ
イ

真
田

「
ゆ
め
の
あ
と
」
諸
本
考

(
二
)

安
田

虚
子
の
写
生
文
と
小
説

ー

明
治
期
を
中
心
に
1

小
島

サ
ン
ト
ス
の
御
作
業

の
内
抜
書

ー
聖
ジ

ョ
ザ

ハ
ツ
伝
1

(翻
字
)
綾
部

当
麻
曼
茶
羅
縁
起
詞
書
総
索
引

加
藤

和
子

・
加
藤

田
島

銃
堂

改
編
日
西
辞
書

(2
)

ー

コ
リ
ャ
ー
ド
西
日
辞
書
稿
本
よ
り
1
小
島

銃 武
堂 至

銃 孝 安 邦 幸
堂 子 子 子 枝

 

熊
谷

武
至

(四
)
i

田
島

銃
堂

(寝
室
)
と
い
う
語
に
つ
い
て

千 文 信
鶴 吉 治

裕 明
子 子

 

幸
枝

・
第
九
号

(昭
和
五
十

一
年

三
月
)

「朝
三
日
記
」
に
よ
る

「亮
々
遺
稿
」
考

「叫
び
の
説
」
の
研
究

i
左
千
夫
晩
年

の
歌
論
の
性
格
-

日
露
戦
争
従
軍
の
志

-
資
料
碧
梧
桐
書
簡

の
紹
介
ー

近
世
唱
導
資
料

「ゆ
あ
の
あ
と
」
諸
本
考

(三
)

鎌
倉
時
代
物
語
に
お
け
る
幼
児

の
描
写
に
つ
い
て

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(五
)
1

改
編
日
西
辞
書

(3
)

田 宮 安 関 栗 貞 熊
島 田 田 山 田 光 谷

銃 文 和 武
堂 光 吉 夫 靖 威 至

 

ー

コ
リ
ャ
ー
ド
著
西
日
辞
書
稿
本
よ
り
i小
島

「
海
紅
」
総
目
録

(1
)

栗
田

靖

・
林

吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞

・
吉
備
大
臣
物
語
本
文
並
び
に
総
索
引

柿
平
五
三
子

・
倉
田

田
島

銃
堂

幸 幸
子 枝

 

理
恵

・
第
十
号

(昭
和
五
十

一
年

九
月
)

「享
保
千
首
」
考

ー
光
栄
篇
-

熊
谷
武
至

「
ゆ
め
の
あ
と
」
諸
本
考

(
四
)

安
田
文
吉

左
千
夫
に
お
け
る
自
然
の
影
響

貞
光

威

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(六
)
1

田
島
銃
堂

語
順
に

つ
い
て
の
ノ
ー
ト

寺
川
み
ち
子

・
丹
羽

一
彌

改
編
日
西
辞
書

(4
)

ー

コ
リ
ャ
ー
ド
著
西
日
辞
書
稿
本
よ
り
ー小
島
幸
枝

説
教
資
料
紹
介

(1
)

1

『説
法
百
華
園
』
(翻
刻
)
1

関
山
和
夫

「海
紅
」
総
目
録

(二
)

栗
田

靖

・
林

幸
子

男
裏
三
郎
絵
巻
詞
書
本
文
並
び
に
総
索
引

田
島

銃
堂

・
平
野
由
美
子

岐
阜
県
数
河
方
言

の
生
活
語
彙

丹
羽

一
彌

・
野

口

敦
子

愛
知
県
沿
岸
漁
村
語
彙

-
網

・
風

・
雲

・
天
候
1
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小
島

幸
枝

・
樽
谷
そ
の
子

富
田

典
子

・
樋
渡

洋
子

水
野

絹
子

・
望
月
千
奈
美

森

幸
子

・
山
本

仁
美

・
第
十

一
号

〈北
条
秀
雄
教
授
退
休
記
念
〉

(昭
和
五
十
二
年

三
月
)

こ
す
い
て
ん

北
条

秀
雄

伊
素
志
乃
屋
歌
集

熊
谷

武
至

子
規
と

一
茶

栗
田

靖

氷
室
長
翁
伝

鈴
木

園
子

名
古
屋
常
磐
津
史
考

-
岸
沢
古
寿
満
を
め
ぐ

っ
て
i

安
田

文
吉

唱
導
家
浅
井
了
意

関
山

和
夫

六
条
御
息
所
考

-
準
拠
と
関
連
し
て
1

宮
田

光

頭
中
将
に

つ
い
て

ー
そ
の
権
門
意
識
を
め
ぐ

っ
て
ー

近
藤

洋
子

山
上
憶
良
梅
花

の
歌
に

つ
い
て

貞
光

威

接
尾
語

「げ
」

の
語
義
構
成
上

の
性
質

進
藤

義
治

動
詞
分
類

の

一
方
法

寺
川
み
ち
子

ト
ル

・
ヨ
ル
考

丹
羽

一
彌

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(八
)
1

田
島

銃
堂

国
宝
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
詞
書
本
文
並
び
に
総
索
引田
島

銃
堂

・
西
岡
真
佐
子

「海
紅
」
総
目
録

(三
)

栗
田

靖

・
林

幸
子

李
商
隠
の
無
題
詩
に
つ
い
て

森
瀬

壽
三

改
編
日
西
辞
書

小
島

幸
枝

・
第
十
二
号

(昭
和
五
十
二
年

八
月
)

江
戸
に
お
け
る
堂
上
派

1

そ
の

一

長
谷
川
安
郷
ー

熊
谷

武
至

説
教
資
料
紹
介

ー

『説
法
百
華
園
』
(翻
刻
)
2
1

関
山

和
夫

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(十
)
ー

田
島

鱗
堂

日
本
語
に
お
け
る
語
末
辞
書
の
試
み

丹
羽

一
彌

華
厳
縁
起
絵
巻
詞
書
本
文
並
び
に
総
索
引

久
留
宮
京
子

・
田
口

陽
子

田
島

鱗
堂

長
谷
雄
讐
紙
詞
書
本
文
並
び
に
総
索
引

田
島

銃
堂

・
丹
羽

一
恵

「海
紅
」
総
目
録

(
四
)

栗
田

靖

・
林

幸
子

〈新
刊
紹
介
〉

田
島
鱗
堂
博
士
著

『正
法
眼
蔵

の
国
語
学
的
研
究
』

小
島

幸
枝

・
第
十
三
号

〈熊
谷
武
至
教
授
退
休
記
念
〉

(昭
和
五
十
三
年

三
月
)

散
文
目
録
抄

熊
谷

武
至

江
戸

に
於
け
る
堂
上
派

(そ
の
二
)
京
極
高
門

熊
谷

武
至

「大
君
は
神

に
し
ま
せ
ば
」
考

1
そ
の
神
表
現
を
め
ぐ

っ
て
1田
中

文
雅

還
俗
僧
の
万
葉
歌
人

佐
久
間

竜

宇
治
八
宮
考

宮
田

光

徳
川
御
台
所
と
献
上
本

藤
井

裕
子

・
武
田

明
子

寺
本

和
美

・
北
条

秀
雄

「椿
園
長
翁
詠
」
に
つ
い
て

鈴
木

園
子

説
教
資
料
紹
介

(三
)

『説
法
百
華
園
』
(翻
刻
)
(3
)

関
山

和
夫

『赤
光
』
と
連
作
の
世
界

ー
左
千
夫

・
茂
吉

・
誓
子
-

貞
光

威

碧
梧
桐
と
ル
ビ
俳
句

栗
田

靖

「海
紅
」
総
目
録

(五
)

栗
田

靖

・
林

幸
子

石
川
桂
郎
研
究
断
片

-
石
田
波
郷
と
の
関
係
を
中
心
に
1

大
森

澄
雄

写
経
史
か
ら
み
た
文
字

-
貞
香
会
所
蔵
写
経
か
ら
1

深
谷

孝
玄

奈
良
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
の
分
類
に
関
す
る
試
み

(
一
)

嘉
藤
久
美
子

豊
明
絵
草
子
本
文
並
び
に
総
索
引

田
島

銃
堂

・
中
村

悦
子
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正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1

そ
の
用
例

(十

一
)
(漢
字
二
字
ナ
～
ホ
)
ー

田
島

銃
堂

子
ど
も
の
あ
そ
び
こ
と
ば

1
愛
知
県
-

貝
川
久
美
子

久
留
宮
敏
江

・
小
島

幸
枝

近
藤

圭
子

・
坂
倉
恵
美
子

林

三
千
代

・
山
田

淳
子

尾
鷲
方
言
の
丁
寧
表
現

仲

し
づ
子

・
丹
羽

一
彌

意
味
に
つ
い
て

寺
川
み
ち
子

〈講
演
〉
い
わ
わ
れ
る
も
の

熊
谷
武
至
先
生

(近
藤
洋
子

記
)

・
第
十
四
号

(昭
和
五
十
三
年

十
月
)

江
戸
に
於
け
る
堂
上
派

(
そ
の
三
)
内
藤
正
範

熊
谷

武
至

説
教
資
料
紹
介

(
四
)
『説
法

百
華
園
』
(4
)

関
山

和
夫

左
千
夫
短
歌
に
お
け
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム

ー
万
葉
理
解
を
通
し
て
見
た
1

貞
光

威

三
重
吉
童
話
の
方
法

-
写
生
文
的
系
譜
に
つ
い
て
1

松
井

利
彦

李
商
隠
無
題
詩
試
論

-
七
律
首
句

「萬
里
風
波

一
葉
舟
」
詩
の
解
釈
と
成

立
時
期

に
つ
い
て
1

森
瀬

壽
三

「海
紅
」
総
目
録

(第
二
期
)
上

栗
田

靖

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

-

そ
の
用
例

(十
二
)
(漢
字
二
字

マ
～
ワ
)

田
島

鱗
堂

葉
月
物
語
絵
巻
詞
書
本
文
並
び
に
総
索
引

田
島

銃
堂

・
土
方

弘
美

・
第
十
五
号

(昭
和
五
十
四
年

三
月
)

人
麿
歌

の
表
現
を
め
ぐ

っ
て

ー
そ
の
神
話
的
発
想
を
中
心
に
ー田
中

文
雅

江
戸
に
於
け
る
堂
上
派

(そ

の
四
)
石
野
広
通

熊
谷

武
至

説
教
資
料
紹
介

(五
)
菅
原
智
洞
著

『
説
法
百
華
園
』
(翻
刻
)

関
山

和
夫

「椿
園
門
下
歌
集
」
(氷
室
長
翁
門
下
の
歌
集
)
紹
介

鈴
木

園
子

作
文
教
育
に
於
け
る
自
己
表
現

-
明
治
の
教
育
制
度
に
於
け
る
1
松
井

利
彦

明
治
期
に
お
け
る
左
千
夫
評
価

貞
光

威

川
端
康
成
論

1

『感
情
装
飾
』

に
つ
い
て
ー

赤
塚

正
幸

名
古
屋
市
の
生
活
語
彙

(二
)

ー
動
詞
篇
-

岩
田

賢
子

鈴
木

昌
子

・
戸
谷

由
美

赤
堀
加
代
子

・
秋
田

治
美

大
口

久
恵

・
奥

香
津
子

平
田

直
子

・
宮
田
ゆ
か
り

小
島

幸
枝

(責
)

「海
紅
」
総
目
録

(第
二
期
)
下

栗
田

靖

「旗
艦
」
「號
珀
」
評
論
年
表

松
井

利
彦

〈書
評
〉

田
島
銃
堂

・
丹
羽

一
彌
共
編

『
日
本
語
尾
音
索
引

-
現
代
語
篇
』
矢
野

文
博

・
第
十
六
号

(昭
和
五
十
四
年

九
月
)

日
本
語
啓
蒙

矢
野

文
博

文
章
に
お
け
る
文
の
時
間
性

1

「
は
」
と

「
が
」

の
関
連
に
お
い
て
1

安
達

隆

一

段
落

・
談
話
の
構
造

寺
川
み
ち
子

正
法
眼
蔵
随
聞
記
総
索
引

(
一
)

1
あ
1

近
藤

洋
子

・
田
島

銃
堂

東
洋
文
庫
ド
チ
リ
ナ
の
本
文
に
か
か
る
虫
損

の
判
読

に
つ
い
て
小
島

幸
枝

朱
雀
院
ノ
ー
ト

(1
)

宮
田

光

江
戸
に
お
け
る
堂
上
派

(
そ
の
五
)
松
井
幸
隆

熊
谷

武
至
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校
注

『
醒
睡
笑
』
(1
)

楽
境
と
苦
境
と

1
露
伴

「
苦
心
録
」
の
周
辺
1

「鵜
川
」
総
目
録

(上
)

但
馬
栗
田

〈書
評
と
紹
介
〉

関
山
和
夫
著

『説
教
の
歴
史
』

小
島
幸
枝
編

『耶
蘇
会
板
落
葉
集
総
索
引
』

・
第
十
七
号

(昭
和
五
十
五
年

三
月
)

『悉
皆
屋
康
士
口』
続
篇
に

つ
い
て

校
注

『醒
睡
笑
』
(2
)

朱
雀
院

ノ
ー
ト

(二
)

「鵜
川
」
総
目
録

(下
)

正
法
眼
蔵
随
聞
記
総
索
引

(
二
)

〈書
評
と
紹
介
〉

栗
田

靖
著

『
子
規
と
碧
梧
桐
』

白
川

静
著

『
初
期
万
葉
論
』

・
第
十
八
号

(昭
和
五
十
五
年

九
月
)

「野
菊
の
墓
」
の
周
辺

(
一
)

浮
雲
の
四
年
間

・
1

校
注

『醒
睡
笑
』
(3
)

宇
都
宮
綱
根
和
歌
拾
遺

小
集
落
の
言
語
と
方
言
地
図

紀
州
串
本
地
方

の
生
活
語
彙

(
一
)

碧
梧
桐
個
人
誌

「碧
」
総
目
録

い

関
山

和
夫

藤
井

淑
禎

容
子

・
長
谷
部
敏
子

靖

服
部

幸
雄

酒
井

憲
二

藤
井

淑
禎

関
山

和
夫

宮
田

光

但
馬

容
子

・
長
谷
部
敏
子

栗
田

靖

近
藤

洋
子

・
田
島

鱗
堂

清
水

孝
之

田
中

文
雅

1
流
行
世
相
の
推
移
を
軸
に

・
1
1

貞
光
藤
井
関
山
鈴
木
丹
羽

浜
ロ

久
美

・
小
島

村
松
百
合
子

・
堀
田

栗
田

靖

直 幸 一 園 和 淑
子 枝 彌 子 夫 禎 威

〈書
評
と
紹
介
〉

貞
光

威
著

『歌
人
伊
藤
左
千
夫
』

西
浦

関
山
和
夫
編

『説
法
百
華
園
』

・
第
十
九
号

(昭
和
五
十
六
年

三
月
)

浮
雲

の
四
年
間

・
I

l
流
行
世
相

の
推
移
を
軸
に

・
2
1

藤
井

「
野
菊

の
墓
」

の
周
辺

(二
)

貞
光

校
注

『
醒
睡
笑
』
(4
)

関
山

「
冬
三
十
題
濁
吟
歌
合
」
と
千
本
松
原
観
月
会
詠
草
に
つ
い
て
鈴
木

法
華
経
の
為
字
和
訓

1

「得
」
「被
」
と
注
さ
れ
る
場
合
-

田
島

紀
州
串
本
地
方
の
生
活
語
彙

(
二
)

浜
口

久
美

・
小
島

俳
誌

「白
塔
」
評
論
年
表

栗
田

〈書
評
〉

栗
田

靖
著

『山
口
誓
子
』

目
崎

丹
羽

一
彌

・
杉
山
代
志
子

・
鋤
柄
乃
吏
子
著

『
三
重
県
南
牟
婁
郡
の
こ
と
ば
』
評

矢
野

・
創
刊
二
十
号
記
念

(昭
和
五
十
六
年

十
月
)

賀
茂
真
渕

の
万
葉
研
究

1

『
万
葉
考
』

へ
の
軌
跡
1

「賀
茂
翁
家
集
」
木
活
本

羽
鳥
春
隆

浮
雲
の
四
年
間

・
皿

1
流
行
世
相
の
推
移
を
軸
に

・
3
1

啄
木
の
初
期
論
文

1

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
に
つ
い
て
ー

正
法
眼
蔵
の

一
語
法

「
ゆ
く
」
と

「も
て
ゆ
く
」

英
H之

文 徳 幸 鱗 園 和 淑
博 衛 靖 枝 堂 子 夫 威 禎

 

ー

ア

ラ
ズ

ヨ
リ

ハ
の
ズ

の
活

用

形

を

中

心

に
し

て
ー

近 田 伊 藤 鈴 熊 田
藤 島 藤 井 木 谷 中

洋 鱗 淑 淑 園 武 文
子 堂 人 禎 子 至 雅
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『
ス
ピ
リ

ツ
ア
ル
修
行
』
の
複
数
形

の

一
端
1

「
廣
日
本
文
典
」
の
研
究
序
説

(
1
)

南
紀
方
言

「
す
み
れ
」
の
語
史
と
ウ
マ
ガ
チ

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻

一

(1
)
ー

校
注

『醒
睡
笑
』
(5
)

城

の
崎
俳
三
昧
稿

-
碧
梧
桐
作
品
1

『東
海
学
園
国
語
国
文
』
総
目
次

・
第
二
十

一
号

(昭
和
五
十
六
年

十

一
月
)

「現
存
和
歌
」
「現
存
和
歌
六
帖
」
の
成
立

連
夜
説
教

『
三
荘
太
夫
』
考

「野
菊
の
墓
」
の
周
辺

(三
)

『五
番
町
夕
霧
楼
』
の
復
権

文
を
含
む
句
の
い
ろ
い
ろ

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻

一

(2
)
1

城
の
崎
俳
三
昧
稿

-
中
塚

一
碧
楼
作
品
1

〈書
評
〉

西
浅
井
町
口
承
文
芸
調
査
団
編

『西
浅
井
む
か
し
話
』

・
第
二
十
二
号

(昭
和
五
十
七
年

十
月
)

文
章
の
分
析
観
点
と
構
造
記
述

1

「天
声
人
語
」

「廣
日
本
文
典
」
の
研
究
序
説

(2
)

「望
の
夜
集
」
小
考

乳
業
家
と
し
て
見
た
伊
藤
左
千
夫

石
川
啄
木

ー
ワ
グ
ネ
ル
と

の
別
れ
ー

『
雁
の
寺
』
の
構
図

1

〈
一
休
〉

へ
の
道
程
1

ー
キ
リ
シ
タ
ン
文
献

に
お
け
る
翻
訳

栗 関 宮 丹 矢 小
田 山 田 羽 野 島

和 一 文 幸靖 夫 光 彌 博 枝

松
浪

久
子

栗 宮 寺 藤 貞 関 安
田 田 川 井 光 山 田
み
ち 淑 和 徳

靖 光 子 禎 威 夫 子

 

を
例
と
し
て
1
安
達

藤 伊 貞 鈴 矢井 藤 光 木
野

淑 淑 園 文 隆
禎 人 威 子 博 一

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻

一

(3
)
1

宮
田

光

城
の
崎
俳
三
昧
稿

-
塩
谷
鵜
平
作
品
ー

栗
田

靖

・
第
二
十
三
号

〈矢
野
文
博
教
授
退
休
記
念
〉

(昭
和
五
十
八
年

三
月
)

日
本
語
論
彙

矢
野

文
博

我
が
語
法
体
系

矢
野

文
博

「中
将
姫
」
の
系
譜

関
山

和
夫

賀
茂
真
渕
の
万
葉
研
究

-
歌
風

・
歌
人
評
の
位
相
を
め
ぐ

っ
て
1
田
中

文
雅

桂
園
派

の
紀
行
文

鈴
木

園
子

浮
雲

の
四
年
間

・
W

ー
流
行
世
相
の
推
移
を
軸
に

・
4
1

藤
井

淑
禎

啄
木
を
形
成
し
た
人
々

1
樗
牛
、
晶
子
、
嘲
風
i

伊
藤

淑
人

『和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
万
葉
仮
名

-
諸
本
及
び
そ
の
系
統
間
に
見
ら

れ
る
使
用
状
態

の
違

い
1

三
宅
ち
ぐ
さ

正
法
眼
蔵
随
聞
記
の
音
便

ー
長
円
寺
本

・
慶
安
本

・
明
和
本

の
促
音
便
に

つ
い
て
1

近
藤

洋
子

微
細
言
語
地
図

の
調
査
法

に
つ
い
て

丹
羽

一
彌

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

ー
巻

一

(
4
)
1

宮
田

光

・
第
二
十
四
号

(昭
和
五
十
八
年

十
月
)

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(十
三
)
(漢
字
三
字
)
ー田島

齢
堂

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

i

一
ー

三
宅
ち
ぐ
さ

小
林

一
茶
と
浄
土
教
信
仰

関
山

和
夫

世
中
百
首

鈴
木

園
子

『
金
閣
炎
上
』
論
序
章

1

〈熊
野
〉

の
意
味
す
る
も
の
1

藤
井

淑
禎

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻

一

(5
)
1

宮
田

光

和
歌
山
県
熊
野
川
町
方
言
に
お
け
る
使
用
語
の
共
通
語
化
と
消
失
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・
第
二
十
五
号

(昭
和
五
十
九
年

三
月
)

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-
二
ー

『醒
睡
笑
』
仏
書
考

貧
窮
百
首

荷
風

「勲
章
」

の
構
造

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注

解

i
巻
二

(1
)

丹
羽

一
彌

三
宅
ち
ぐ
さ

関
山

和
夫

田
島

園
子

藤
井

淑
禎

宮
田

光

・
第
二
十
六
号

(昭
和
五
十
九
年

十
月
)

「
言
語
構
造
式
」
の
構
造

活
用
研
究
史
の
問
題
と
し
て

建
部

一
男

『
浮
雲
』
研
究
の
現
段
階

藤
井

淑
禎

初
期
啄
木
の
国
家
観
の
成
立

1

「戦
雲
余
録
」
を
軸
と
し
て
1伊
藤

淑
人

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-
三
1

三
宅
ち
ぐ
さ

自
然
徳
風

徐
起
微
動

ー
国
文
学
科
十
六
年
回
顧
-

関
山

和
夫

・
第
二
十
七
号

(昭
和
六
十
年

三
月
)

將
校
相
当
官
森
鵬
外

-
軍
制
に
於
け
る
軍
医

の
位
置
ー

松
井

利
彦

古
今
伝
受
後

の
智
仁
親
王

(
二
)

『歌
口
伝
心
持
状
』
を
め
ぐ

っ
て
小
高

道
子

野
村
伝
四

-
不
如
帰
の
時
代
の
青
年
像
-

藤
井

淑
禎

稿
本
日
本
語
典
に
つ
い
て

建
部

一
男

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

i
巻
二

(2
)
1

宮
田

光

二
巻
本

『
世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-
四
1

三
宅
ち
ぐ
さ

・
第
二
十
八
号

(昭
和
六
十
年

九
月
)

伊
藤
左
千
夫
の
習
作
期
の
歌
風

貞
光

威

森
鵬
外

の
俳
句

-
正
岡
子
規
と
の
交
流
を
通
し
て
ー

水

の
底

の
国

-
三
重
吉
と
不
如
帰

の
時
代
i

近
世
文
法
研
究
書

に
お
け
る

「
図
」

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
二

(3
)
1

二
巻
本

『
世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

ー
五
1

松
井

利
彦

藤
井

淑
禎

建
部

一
男

宮
田

光

三
宅
ち
ぐ
さ

・
第
二
十
九
号

(昭
和
六
十

一
年

三
月
)

薫
二
十
七
才
の

一
年
間

ー
年
次
別
物
語
内
容
文
章
量

一
覧
よ
り
1
進
藤

義
治

賀
茂
真
渕
の
万
葉
研
究

1

『万
葉
大
考
』
に
み
る
歌
人
評
の
構
造
-

田
中

文
雅

森
鵬
外
の
軍
服

1

「文
つ
か
ひ
」
挿
絵
の
騎
兵
科
将
校
-

松
井

利
彦

夏
目
家
文
章
会
に

つ
い
て
・
ノ
ー
ト

藤
井

淑
禎

日
本
の
狐
考

1
古
典
と
児
童
文
学
に
み
る
i

近
藤

洋
子

活
用

・
構
文

の
研
究
と
図
の
問
題

-
近
世
文
法
研
究
書
に
関
し
て
1

建
部

一
男

熊
野
市
山
間
部
の
方
言
分
布

丹
羽

一
彌

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
二

(4
)
-

宮
田

光

二
巻
本

『
世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-
六
-

三
宅
ち
ぐ
さ

〈新
刊
紹
介
〉

源
家
長
日
記
研
究
会
編
著

『源
家
長
日
記
校
本

・
研
究

・
総
索
引
』

文
責

宮
田

光

・
田
島

園
子

美
濃
部
重
克

・
田
中
文
雅
編

『室
町
期
物
語
』
二

伝
承
文
学
資
料
集
第

十
二
輯

文
責

田
中

文
雅

・
第
三
十
号
記
念
号

(昭
和
六
十

一
年

十
二
月
)

帯
木
三
帖
考

賀
茂
真
渕
の
古
代
歌
謡
研
究

i

『冠
辞
考
』

宮
田

光

に
み
る
記
紀
歌
謡
と
そ
の
方
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法
ー
説
教
源
氏
節
の
終
焉

菅
沼
定
敬

啄
木
像

へ
の
提
言

子
規

の
短
歌
革
新
と
俳
句
仲
間

明
治
二
、
三
十
年
代
の
結
核
を
め
ぐ
る
メ
モ

森
鵬
外
と
兵
食

ー
白
米
食

に
つ
い
て
ー

白
秋

の
童
謡
指
導

1

「赤

い
鳥
」
を
通
し
て
み
た
1

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
の
同
義
異
表
記
語

「深
秘
旦
爾
波
本
言
傳

聞
童
日」

に
つ
い
て

詞
と
辞
と

常
用
漢
字
常
用
和
訓

る
1
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
に
お
け
る
方
言
伝
播
と
語
形
変
化

〈新
刊
紹
介
〉

建
部

一
男
著

『近
世
日
本
文
法

研
究
史
論
』

『撰
集
抄
上
』

・
第
三
十

一
号

(昭
和
六
十
二
年

三
月
)

安
楽
庵
策
伝
の
出
自
に

つ
い
て

森
鵬
外
の
結
婚

ー
幻
の
閨
閥
-

明
治
二
、
三
十
年
代
の
結
核
を
め
ぐ
る
メ
モ

(承
前
)

童
謡
の
拝
情

-
西
条
八
十

の
場
合
-

四
種
の
図
解

・
第
三
十
二
号

(昭
和
六
十
二
年

九
月
)

文
責

安
田
孝
子

・
河
野
啓
子

・
梅
野
き
み
子

・
森
瀬
代
士
枝

・
野
崎
典
子
校
注

文
責

-
岩
波
文
庫

『
醒
睡
笑
』
解
説

へ
の
異
見
ー

関
山

和
夫

松
井

利
彦

藤
井

淑
禎

近
藤

洋
子

建
部

一
男

野 建
崎 部

曲 一

芋 男

丹 田 詞 矢 建 三 近 松 藤 栗 伊 田 関 田
羽 島 書 野 部 宅 藤 井 井 田 藤 島 山 中
に ち

一 銃 お 文 一 ぐ 洋 利 淑 淑 園 和 文

彌 堂 け 博 男 さ 子 彦 禎 靖 人 子 夫 雅

西
条
八
十
の
歌
謡
詩

ー

「東
京
行
進
曲
」
1

近
藤

洋
子

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(十
四
)

(漢
字
四
字

ア
～

コ
)
1

田
島

銃
堂

「
掌
の
小
説
」
の
文
章
に
つ
い
て

1
冒
頭
部
分
を
対
象
と
す
る
1
安
達

隆

一

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
三

(1
)
1

宮
田

光

森
鴎
外
医
事
年
譜

松
井

利
彦

二
巻
本

『
世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-

七
i

三
宅
ち
ぐ
さ

〈
第
17
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

山
部
赤
人
研
究

吉
川

弘
恵

兼
好

の
色
彩
観

-
兼
好
法
師
集
と
徒
然
草
よ
り

「月
」

・
「
花
」
ー

岩
瀬

里
香

中
原
中
也
研
究

-
死
に
つ
い
て
1

加
治
佐
静
子

二
葉
亭
四
迷

の
表
記
と
文
体

鈴
木

裕
美

・
第
三
十
三
号

(昭
和
六
十
三
年

三
月
)

い
ぼ
じ
り
巻
発
掘

ー
浮
雲
の
四
年
間

・
番
外
編
-

藤
井

淑
禎

森
鵬
外
と
台
湾

-
軍
医
部
長
交
代
の
問
題
-

松
井

利
彦

唱
歌
に
み
る
天
然
美

の
推
移

1

『
日
本
風
景
論
』
の
影
響
-
近
藤

洋
子

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1
そ
の
用
例

(十
五
)
(漢
字
四
字
サ
～

ソ
)
1

田
島

鱗
堂

速
記
本
の
漢
字
表
記
語
の
薔

1

『
警

丹
燈
籠
』
を
中
心
に
1
田
島

優

編
年
香
川
景
樹
歌
集

ー

『桂
園

一
枝
』
よ
り
ー

田
島

園
子

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

ー
八
ー

三
宅
ち
ぐ
さ

・
第
三
十
四
号

〈建
部

一
男
先
生
追
悼
〉

(昭
和
六
十
三
年

十

一
月
)

建
部

一
男
先
生
業
績

一
覧
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『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』
の
価
値

実
情
論
の
再
検
討

明
治
開
化
和
歌
集
に
お
け
る
新
題

森
鵬
外
の
ド
イ
ッ
留
学

-
陸
軍
将
官
と
の
交
叉
年
譜
-

軍
歌
の
成
立

1

「抜
刀
隊
」
ほ
か
1

漢
字
表
記
と

一
致
し
な
い
字
音
語

ル
ビ

近 松 田 櫻 関
藤 井 島 井 山

洋 利 園 和
子 彦 子 進 夫

1

『
灘
牡
丹
籍

』
を
中
心
に
i

 田
島

優

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注

解

-
巻
三

(2
)
ー

宮
田

光

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

ー
九
-

三
宅
ち
ぐ
さ

〈第
18
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

「
隠
す
」
と
い
う
こ
と

ー

『
源
氏
物
語
』
の
場
合
-

丸
山

恵

女
房
詞
の
変
遷

長
崎

恵
美

「夏
目
漱
石
」

ー
病
気
と
関
連
作
品
に

つ
い
て
1

伊
藤
嘉
奈
子

向
田
ド
ラ
マ
に
お
け
る

"家
族
"
の
変
遷

田
島

祐
子

・
第
三
十
五
号

(平
成
元
年

三
月
)

改
暦
と
明
治
俳
譜

幻
影

の
他
者
/
特
権
化
す
る
自
己

(上
)

定
位

へ
の
試
み
ー

文
章
構
造

の
記
述

に
つ
い
て

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注

解

-
巻
三

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

ー

十

1

松
井

利
彦

-
近
代
後
期
歌
論

の
言
説
的

櫻
井

進

安
達

隆

一

(3
)
ー

宮
田

光

三
宅
ち
ぐ
さ

・
第
三
十
六
号

(平
成
元
年

十

一
月
)

幻
影
の
他
者
/
特
権
化
す
る
自
己

(下
)

櫻
井

「か
し
は
ば
や
し
の
夜
」
以
下
三
作
品
の
成
立
時
期
に
関
す
る
疑
問
井
上

漱
石
の
和
歌
浦
と

マ
ス
コ
ミ
の
現
況

恩
田

進
雅 寿
和 彦

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
四
ー

宮
田

光

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-

一
一
-

三
宅
ち
ぐ
さ

〈第
19
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

大
津
皇
子
と
大
伯
皇
女
歌
研
究

三
宅
規
紅
子

『道
中
膝
栗
毛
』
の
笑
い
に
つ
い
て

高
原

香
織

「
志
賀
直
哉
の
自
然
に
つ
い
て
」

園

ま
ゆ
み

高
村
光
太
郎
研
究

智
恵
子
の
悲
劇
の
要
因

神
田

庸
子

〈新
刊
紹
介
〉

関
山
和
夫
著

『庶
民
仏
教
文
化
論
-
民
衆
教
化
の
諸
相
』

関
山

和
夫

山
田
達
也

・
丹
羽

一
彌
著

『愛
知
県
の
方
言
』

田
島

優

・
第
三
十
七
号

(平
成
二
年

三
月
)

『家
族
ゲ
ー
ム
』
論

近
藤

洋
子

虫
の
名
称
に
見
ら
れ
る
地
域
生
活

-
瀬
戸
地
方
に
お
け
る
蜷
埣
の
命
名
法
-

田
島

優

〈読
み
〉

の
指
導

に
つ
い
て
の
考
察

井
上

寿
彦

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

i

一
二
i

三
宅
ち
ぐ
さ

反
転

の
物
語
/
物
語
の
反
転

櫻
井

進

中
学
生
の
使
用
語
と
そ
の
男
女
差

丹
羽

一
彌

・
第
三
十
八
号

(平
成
二
年

十
月
)

子
規
短
歌
の
発
想
に
関
わ
る
万
葉
集

松
井

「坊

つ
ち
や
ん
」
の
中
の
子
ど
も
の
領
分

井
上

邉
空
以
降
の
女
歌
論

加
藤

安
楽
庵
策
伝
新
資
料
紹
介

-
長
谷
寺
蔵

『策
伝
和
尚
書
状
』
1
関
山

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
」
仮
名
索
引

1

=
二
ー

〈書
評
〉

孝 寿 利
男 彦 彦

 

和
夫

三
宅
ち
ぐ
さ
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松
井
利
彦
著

『
軍
医
森
鴎
外

-
統
帥
権
と
文
学
ー
』

平
岡

敏
夫

〈第
20
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

宇
治
大
君
に

つ
い
て

片
山

薫

『平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝
と
木
曽
義
仲

原
田
し
の
ぶ

宮
沢
賢
治
の
自
然
描
写
に

つ
い
て

藤
井

幹
子

瀬
戸
市
に
お
け
る

「
も
の
も
ら
い
」

の
方
言

山
崎

貴
子

・
第
三
十
九
号

(平
成
三
年

三
月
)

子
規
と
新
体
詩

松
井

利
彦

群
集
と
孤
独

i
近
代
三
詩
歌
人

の
軌
道
-

伊
藤

淑
人

野
か
ら
森
、
そ
し

て
林

へ

1
宮
沢
賢
治
作
品
試
論
-

井
上

寿
彦

和
語
と
漢
字
表
記
の
対
応
関
係

i

『坊

っ
ち
ゃ
ん
』
を
利
用
し
て
ー

田
島

優

二
巻
本

『世
俗
字
類
抄
』
仮
名
索
引

-

一
四
-

三
宅
ち
ぐ
さ

正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

1

そ
の
用
例

(十
六
)

(漢
字
四
字
タ
～

フ
)
ー

田
島

銃
堂

団
地
移
住
者
の
言
葉
と
団
地
周
辺

の
方
言

丹
羽

一
彌

・
第
四
十
号

(平
成
三
年

十

一
月
)

虚
子
と
漱
石

松
井

利
彦

子
規
と
陸
掲
南
資
料

『拓
川
集
』
よ
り

松
井

利
彦

戦
後
短
歌
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性

1

『白
き
山
』
の
「選
」
を
あ
ぐ

っ
て
ー

加
藤

振
り
仮
名
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

1
通
時
的
視
点
か
ら
1

田
島

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
五

(1
)
1

宮
田

日
本
映
画

1
そ
の
興
行
、
芸
術
、
現
代

の
映
像
文
化
考

(1
)
1
山
川

〈第
21
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

孝
光 優 男

 

和
雄

夏
目
漱
石
の
交
友

萩
原
朔
太
郎
の
詩
と
恋

北
川
冬
彦
の
詩
作
品
と
そ
の
時
代
批
評
精
神

額
田
王
像
の
変
遷

中
島

理
恵

石
田

温
子

社
本

直
子

石
川

豊
子

・
第
四
十

一
号

(平
成
四
年

三
月
)

斎
藤
茂
吉

の
近
代
短
歌
史
観

加
藤

孝
男

生
徒
と
教
師

の
い
る
風
景

ー
啄
木
と
賢
治
の
教
室
ー

井
上

寿
彦

「勿
体
な
し
」

・
「勿
体
」
考

1

『
か
た
こ
と
』
を
読
む
1

田
島

優

〈書
評
〉

鈴
木
巣
三
著

『中
世
の
笑
い
」

ー

「僧
院
の
笑
話
」
を
中
心

に
1

関
山

和
夫

・
第
四
十
二
号

(平
成
四
年

十
月
)

夜
咄
の
俳
譜

ー
伽
と
百
物
語
-

小
林

幸
夫

明
代
知
識
人

の

一
側
面

ー
羅
近
渓
の
隠
さ
れ
た
人
間
像
i

佐
野

公
治

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

1
巻
五

(
2
)
1

宮
田

光

放
送
の
は
じ
ま
り

上

ー
ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究

(1
)

堀
田

正
男

〈第
22
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

長
屋
王
の
生
涯
と
そ
の
周
辺

奥
田

有
美

『枕
草
子
』
に
お
け
る
不
快
感

の
表
現

-
類
聚
的
章
段
を
中
心
に
1

宮
地

敦
子

宮
沢
賢
治
論

1

「
グ
ス
コ
ー
プ
ド
リ
の
伝
記
」
に
つ
い
て
1
桝
谷

綾
子

・
第
四
十
三
号

(平
成
五
年

三
月
)

こ
と
ば
遊
び
の
文
芸

ー
秀
句
頓
作
と
咄
-

小
林

幸
夫

語
彙
論
に
お
け
る
集
団
的
規
範
と
個
別
的
実
現

-
付
、
語
彙
論
の
用
語

に
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関
す
る
授
業
-

奈
良
仏
教

へ
の

一
視
点

放
送

の
は
じ
ま
り

下

1
戒
律
と
受
戒
l

ー

ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究

田
島

鮪
堂

佐
久
間

竜

(1
)

堀
田

正
男

・
第
四
十
四
号

(平
成
五
年

十
月
)

詩
話
と
公
案

-
饅
頭
の
秀
句
-

名
古
屋
市
博
物
館
本

『
和
名
類
聚
抄
』
の
標
出
漢
字
列

性
格

(巻

一
～
四
)
1

平
安
時
代
の
仏
伝
図
と
寺
院
堂
塔
の
荘
厳

サ
タ
ジ

ッ
ト

・
レ
イ

ー
も
う

一
つ
の
顔

商
業
放
送
の
は
じ
ま
り

上

ー

ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究

ー

フ

ァ

ン
タ
ジ

ー

の
世

界

ー

〈第
23
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

滝
沢
馬
琴
の
研
究

-
挿
絵

で
み
る
八
犬
士
i

女
形
の
出
現
と
歌
舞
伎

美
濃
地
方

の
祭
り
の
研
究

-
西
濃
地
方
を
中
心
と
し
て
1

日
米

の
大
学
生
事
情

i
大
学

で
何
を
学
ぶ
の
か
i

・
第
四
十
五
号

(平
成
六
年

三
月
)

〈は
ね
字
〉

の
遊
び

1
聯
句

・
連
歌

・
咄
ー

小
林

幸
夫

イ
ー
ハ
ト
ヴ
童
話

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
に
お
け
る

〈自
然
と
人
間
〉

井
上

寿
彦

『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
五

(
3
)
ー

宮
田

光

い
ろ
は

(色
葉

・
伊
呂
波
)
字
類
抄
畳
字
門
の
重
掲
出
語
に
つ
い
て
田
島

優

商
業
放
送
の
は
じ
ま
り

中

ー

ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究

(2
)
ー

小
林

幸
夫

1
お
よ
び
註
文
の

樋
野

幸
男

渡
辺

里
志

森
本
素
世
子

(2
)
1
堀
田

正
男

今
井
あ
や
子

田
中
恵
美
子

渡
邊

裕
美

田
中

恵

堀
田

正
男

〈書
評
〉

加
藤
孝
男
著

『
美
意
識
の
変
容
』

藤
岡

武
雄

・
第
四
十
六
号

(平
成
六
年

十

一
月
)

霊
照
女
掛
絵
と
孝
子
諦

小
林

幸
夫

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
注
解

-
巻
五

(
4
)
1

宮
田

光

『暗
い
部
屋
』
に
み
る
イ
ン
ド
の
女
性

森
本
素
世
子

商
業
放
送
の
は
じ
ま
り

中
の
ニ

ー

ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究

(2
)
1

堀
田

正
男

〈第
24
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

長
屋
王
に

つ
い
て

阪
井
奈
穂
子

橘
三
千
代
に

つ
い
て

松
井

暁
子

華
厳
宗
祖
師
絵
伝

に
つ
い
て

1
義
湘
絵
を
中
心
に
1

永
田

淳
子

・
第
四
十
七
号

(平
成
七
年

三
月
)

陽
明
門
院
禎
子
内
親
王
の
生
涯

-
楳
子
内
親
王
の
周
辺
に
つ
い
て
i

嘉
藤
久
美
子

西
行
狂
歌
咄
論

-
歌
徳
説
話
と
狂
歌
咄
-

小
林

幸
夫

〈有
標
の
仮
名
〉
と
し
て
機
能
す
る
仮
名

樋
野

幸
男

商
業
放
送
の
は
じ
ま
り

下
の

一

ー
ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究
②
1
堀
田

正
男

・
第
四
十
八
号

(平
成
七
年

十
月
)

『醒
睡
笑
』
の
白
髪
天
神
説
話
か
ら

1
咄
の
編
集

へ
ー

小
林

幸
夫

明
治
二
十
年
前
後
の
こ
と
ば
の
動
き

ー

『雪
中
梅
』

の
初
版
と
訂
正
増
補

版
を
資
料
と
し
て
ー

田
島

優

魏
志
倭
人
伝
に
み
る

「倭
国
大
乱
」
と
考
古
学

1
そ
の
問
題
の
所
在
を
あ
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ぐ

っ
て
ー

商
業
放
送
の
は
じ
ま
り

下

の
二

丸
山

ー

ア
メ
リ
カ
放
送
史
研
究
②
1
堀
田

竜
平

正
男

・
第
四
十
九
号

(平
成
八
年

三
月
)

笑
話
と
座
頭

-
言
葉
遊
び

の
伝
承
i

小
林

幸
夫

『
い
さ
よ
い
』

1
翻
刻
と
校
異
-

宮
田

光

続

・
魏
志
倭
人
伝
に
み
る

「
倭
国
大
乱
」
と
考
古
学

-
名
古
屋
市
見
晴
台

遺
跡
の
環
濠
集
落
を
め
ぐ

っ
て

(上
)
ー

丸
山

竜
平

〈第
25
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

『
煙
草
と
悪
魔
』
に
つ
い
て

加
藤

晶
子

四
日
市
弁

-
若
者
の
使
う
～
ヤ
ン
に
つ
い
て
1

斉
藤
み
ど
り

穂
国
の
古
墳
の
研
究

-
豊
川
流
域
を
中
心
と
し
て
1

田
中

栄
美

狂
言

の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
考
察

宮
内

雅
子

・
第
五
十
号
記
念

(平
成
八
年

十

一
月
)

「前
渡
り
」
考

-
道
綱
母

の
場
合
-

九
鬼

洋
子

・
宮
田

光

啄
木

〈北
国
彷
裡
か
ら
大
都
市

へ
〉

伊
藤

淑
人

三
浦
哲
郎
作
品
論
ノ
ー
ト

ー
父
親

へ
の
ま
な
ざ
し
1

近
藤

洋
子

『
騨

古

間
世
界

一
周
』
に
お
け
る
字
順
の
相
反
す
る
二
字
漢
語
田
島

優

続
続

・
魏
志
倭
人
伝

に
み
る

「倭
国
大
乱
」
と
考
古
学

-
名
古
屋
市
見
晴

台
遺
跡

の
環
濠
集
落
を
め
ぐ

っ
て

(中
)
1

丸
山

竜
平

〈第
26
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大

学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

「方
言
の
イ
メ
ー
ジ
」

に
つ
い
て

近
藤

祥
子

星
曼
茶
羅
に

つ
い
て

1
二
十

八
宿

の
図
像
を
中
心
に
ー

竹
尾

靖
子

「
日
本
人

の
微
笑
み

く
の
外
国
人
の
笑
い
」

ー

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン

の
見
た
日
本
人

の
微
笑
み
-

加
藤
里
英
子

「東
海
学
園
国
語
国
文
」
総
目
次

(創
刊
号
～
第
四
九
号
)

・
第
五

一
・
五
二
合
併
号

(平
成
十
年

一
月
)

伽
と
茶
の
湯

ー

『醒
睡
笑
』

の
成
立
-

小
林

幸
夫

鎌
倉
時
代
の
仏
伝
図
と
寺
院
堂
塔

の
荘
厳

渡
辺

里
志

〈寄
稿
〉
私
の
演
劇
観

ー

ロ
ン
ド
ン
観
劇
旅
行
か
ら
i

小
林
ひ
ろ
し

〈第
27
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

「酒
呑
童
子
」
論

廣
瀬

習
子

「作
家
倉
本
聰
と
そ
の
作
品
論
」

に
つ
い
て

片
渕
由
紀
枝

幸
田
町
の
こ
と
ば

近
藤

寿
江

勝
川
春
章
の
雪
月
花

(三
幅
対
)
に

つ
い
て

渋
川

絵
里

・
第
五
十
三
号

(平
成
十
年

三
月
)

開
帳
と
見
世
物
興
行

(
1
)

1
広
小
路
柳
薬
師

の
夜
開
帳
-

小
林

幸
夫

愁
人
与
謝
野
寛

i
第
二
次

「明
星
」
を
読
む
1

加
藤

孝
男

芥
川
龍
之
介
の
人
間
性

-
萩
原
朔
太
郎
と
の
交
友
か
ら
i

伊
藤

淑
人

「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」
小
論

(承
前
)

ー
オ
ツ
ベ
ル
の
世
界
と
象
の
世
界
-

井
上

寿
彦

・
第
五
十
四
号

(平
成
十
年

十
二
月
)

国
木
田
独
歩

「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
と

「窮
死
」

印
英
文
学
に
み
る
イ
ン
ド
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
中
心
と
し
て
-

文
学
作
品
と
音
読

・
朗
読

名
古
屋
の
短
大
生
の
ア
ク
セ
ン
ト

伊
藤

淑
人

l
R

・
K

・
ナ
ラ
ヤ
ン

森
本
素
世
子

高
野

春
廣

i
聞
か
せ
て
選
択
さ
せ
る
調
査
か
ら
1

寺
川
み
ち
子
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・
第
五
十
五
号

(平
成
十

一
年

三
月
)

『
清
水
寺
参
詣
曼
茶
羅
』
の
絵
解
き

ー
三
本
卒
塔
婆
の
由
来
-小
林

幸
夫

名
古
屋
ア
ク
セ
ン
ト
覚
書

1

「名
古
屋
の
短
大
生
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
補
遺
-

寺
川
み
ち
子

瀬
戸
の
こ
と
ば

1
文
末
助
詞
の

「
ン
」
に

つ
い
て
1

寺
川
み
ち
子

・
長
江

美
怜

〈第
28
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

キ
ャ
ソチ
コ
ピ
　

惹
句
か
ら
見
た
日
本

の
文
化

岩
永

知
子

『薮

の
中
』

に
つ
い
て

柵
木

郁
子

『友
情
』

1
本
当

の
友
情
i

森

三
千
穂

美
濃
の
古
陶
研
究

-
桃
山
陶
を
中
心
と
し
て

高
木

貴
代

・
第
五
十
六
号

(平
成
十

一
年

五
月
)

国
語
教
育
と
音
読

高
野

春
廣

東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
学
生
の
敬
語
意
識

寺
川
み
ち
子

『
い
さ
よ
ひ
』
-
索
引
-

宮
田

光

〈第
29
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

『あ
さ
き
ゆ
め
み
し
』
の
表
現
方
法

ー
六
条
御
息
所
を
中
心
に
ー
谷
口

美
樹

出
雲
の
阿
国
に

つ
い
て

ー

『歌
舞
伎

の
草
子
』
1

佐
々
木
佳
奈

「百
鬼
夜
行
絵
巻
」

の
研
究

加
藤
由
加
里

・
第
五
十
七
号

(平
成
十
二
年

三
月
)

龍
宮
童
子
と
天
人
女
房

-
天
の
橋
立
と
聖
地
の
物
語
ー

小
林

幸
夫

宮
澤
賢
治
の
方
法

井
上

寿
彦

文
章
表
現
の
発
達

(1
)

1
接
続
表
現
の
分
布
i
寺
川
み
ち
子

・
榊
原

早
織

・
第
五
十
八
号

(平
成
十
二
年

十
二
月
)

鼓
の
秀
句

-
西
行

の
歌
修
行
謳
-

小
林

幸
夫

表
現
か
ら
見
た
宮
沢
童
話

の
昔
話
性

井
上

寿
彦

藤
原
教
長

『古
今
和
歌
集
註
』
の
仮
名
文
か
ら

ー

〈仮
名
素
〉
の
提
唱
と

〈仮
名
字
体
〉

の
検
証
i

樋
野

幸
男

〈
第
30
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

森
鵬
外
研
究

1

『
高
瀬
舟
』
に
つ
い
て

半
谷

有
美

歌
舞
伎
の
女
形
芸

-
坂
東
玉
三
郎
の

『
桜
姫
東
文
章
』
1

志
水

美
統

「
伊
勢
湾
を
め
ぐ
る
海
の
文
化

-
伊
勢
湾
に
お
け
る
青
峯
山
信
仰
1
」
に

つ
い
て

三
並

美
穂

・
第
五
十
九
号

(平
成
十
三
年

三
月
)

連
歌
の
遊
び

i
寄
合
語
を
め
ぐ

っ
て
1

小
林

幸
夫

流
行
語

-
何
が
残
り
、
何
が
な
く
な

っ
た
か
1寺
川
み
ち
子

淺
井

里
美

文
章
表
現
の
発
達
2

1
接
続
表
現
の
分
布
補
遺
-
寺
川
み
ち
子

榊
原

早
織

〈第
31
回
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
要
旨
〉

流
行
語

淺
井

里
美

宮
澤
賢
治
研
究

-
鳥
に
託
し
た
も
の
1

山
田

梨
恵

津
島
祭
に
つ
い
て

岩
田

愛

受
贈
雑
誌
目
録

光
岡
陽
子
編
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◎

「東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化
」
総
目
次

(第

一
号
～
終
刊
号
)

・
第

一
号

(通
巻
第
六
十
号
)
平
成
十
三
年

十
二
月

唱
導
史
異
聞

-

日
本
ロ
承
文
藝
學
會
に
質
す
ー

お
ど
け
者

の
歌

1

「を
こ
」
の
口
承
説
話
-

賢
治
童
話

に
お
け
る

〈自
然
〉
と

〈異
世
界
〉

正
法
眼
蔵

の
サ
変
動
詞

ー

そ
の
用
例

(十
七
)

《
オ
段
長
音
の
開
合
》
研
究
史
抄

関
山

和
夫

小
林

幸
夫

井
上

寿
彦

(漢
字
四
字
へ
～
ワ
)
1

田
島

麟
堂

樋
野

幸
男

・
第
二
号

(通
巻
第
六
十

一
号
)
平
成
十
四
年

十
二
月

林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

-
序
論
-

前
句
付
け
の
遊
び
と
昔
話

ー
幽
霊
済
度
謳
の
形
成
-

賢
治
と

『赤
い
鳥
』

連
載
小
説
と
読
者

-
戦
後
女
性
雑
誌

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』

〈余
滴
〉

「知
足
経
済
学
」

の
提

唱

西
村
富
美
子

小
林

幸
夫

井
上

寿
彦

に
み
る
1

近
藤

洋
子

村
田

光
平

・
第
三
号

(通
巻
第
六
十
二
号
)

平
成
十
五
年

十
二
月

宴
の
座
の
誹
譜

-
火

の
軽

口
咄
-

百
人
秀
歌

・

「百
人

一
首
」

の
謎
解
明
の
た
あ
の
予
備
的
考
察

-
樋
ロ
ー
織
田
-
林
-
西
川
説

の
検
討
1

『手
習
学
往
来
』
漢
字
索
引

〈余
滴
1
>
原
子
力

の
タ
ブ
ー
を
打
破
し
よ
う

〈余
滴
2
>

『恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』
巻
五
の
筆
者

〈余
滴
3
>
中
国
の
詩

の
翻
訳

に

つ
い
て

漢
詩
和
訳
1
た
と
え
ば
白
楽
天

の
場
合
1

小
林

幸
夫

(
1
)

今
川

仁
視

三
宅
ち
ぐ
さ

村
田

光
平

宮
田

光

西
村
富
美
子

・
第
四
号

(通
巻
第
六
十
三
号
)
平
成
十
七
年

三
月

『
後
漢
書
』
の

「方
術
列
伝
」

・

「逸
民
列
伝
」

に
つ
い
て

西
村
富
美
子

百
人
秀
歌

・

「百
人

一
首
」
の
謎
解
明
の
た
め
の
予
備
的
考
察

(
2
)

i

『
古
今
集
』
「春
歌
上
」
巻
頭
の
三

つ
の
歌
群
の
構
造
に

つ
い
て
1

今
川

仁
視

近
江
醒
井
の
泡
子
塚
伝
説

小
林

幸
夫

詩
と
は
何
か

1
形
、
構
成
、
リ
ズ
ム
ー

加
藤

孝
男

〈余
滴
〉
日
本
の
命
運
を
左
右
す
る
電
力
会
社

村
田

光
平

・
第
五
号

(通
巻
第
六
十
四
号
)
平
成
十
八
年

三
月

白
居
易
の
古
詩
の
押
韻
に
つ
い
て

ー

「長
恨
歌
」
「琵
琶
行
」
1西
村
富
美
子

百
人
秀
歌

・
「
百
人

一
首
」
の
謎
解
明
の
た
め
の
予
備
的
考
察

(
3
)

1

『古
今
集
』
「仮
名
序
」
第
四
段
後
半
部
分
の
構
造
に
つ
い
て
1今
川

仁
視

伊
勢
御
師
の
連
歌
話

-
醒
睡
笑

・
か
さ
ぬ
草
紙

・
蟄
居
紀
談
-小
林

幸
夫

短
歌

の
生
成
と
イ
メ
ー
ジ
の
接
合

-
日
本
文
化

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

二
句
対
構
造
-

加
藤

孝
男

《
オ
段
長
音

の
開
合
》
の
崩
壊
を
ゆ
る
し
た
背
景

-
正
宗
文
庫
本

『
節
用

集
』
に
登
載
さ
れ
た
二
字
の
漢
語
か
ら
i

樋
野

幸
男

〈余
滴
1
>
反
原
発
を
国
策
と
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

村
田

光
平

〈余
滴
2
>
六

ヶ
所
再
処
理
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
、
米
議
員
も
反
対村
田

光
平

・
第
六
号

(通
巻
第
六
十
五
号
)
平
成
十
九
年

三
月

神
宮
連
歌
壇

の
北
野
天
神
説
話

小
林

百
人
秀
歌

・

「
百
人

一
首
」
の
謎
解
明
の
た
め
の
予
備
的
考
察

(4
)

幸
夫

一167一



1

『新
古
今
集
』
「春
歌
上
」
巻
頭
の
七

つ
の
歌
群
の
構
造
に
つ
い
て
1

今
川

仁
視

「間
の
山
」
考

i
歌
比
丘

尼
の
間
の
山
節
-

小
林

幸
夫

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿

西
村
富
美
子

〈余
滴
1
>
原
子
力

の
危
険
性

に
目
覚
め
た
フ
ラ
ン
ス
報
道
界

村
田

光
平

〈余
滴
2
>
日
本

の
原
子
力
政
策
の
転
換
を
訴
え
る

村
田

光
平

・
第
七
号

(通
巻
第
六
十
六
号
)
平
成
二
十
年

三
月

度
会
春
彦
本
縁

i
度
会
氏

の
祖
先
祭
祀
-

小
林

幸
夫

百
人
秀
歌

・

「百
人

一
首
」

の
謎
解
明
の
た
め
の
予
備
的
考
察

(
5
)

i

『
古
今
集
』
と

『新
古
今
集
』
に
お
け
る
贈
答
歌
を
核
と
し
た
歌
群
の
構

造
に
つ
い
て
1

今
川

仁
視

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

-

『
海
内
詩
媒
』
の
漢
詩
人

安
藤
寛
-西
村
富
美
子

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
研
究

ー
連
載
小
説
を
中
心
に
-

近
藤

洋
子

〈余
滴
〉

「音
声
表
現
～
ゆ
た
か
な
朗
読
を
求
め
て
～
」
と
東
海

・
音
声
表

現
研
究
会

高
野

春
廣

〈余
滴
〉

「原
発

ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」

の
潮
流
を
逆
転
さ
せ
る
中
越
沖
地
震

村
田

光
平

・
第
八
号

(宮
田
光
教
授
退
職
記
念
号
)

(通
巻
第
六
十
七
号
)

平
成
二
十

一
年

三
月

序研
究
業
績

一
覧

宮
田

光

散
逸
物
語

『
女
す
す
み
』
考

宮
田

光

短
歌
生
成

の
謎
に
迫
る

1
石
神
遺
跡
の
木
簡
か
ら
分
か
る
こ
と
ー
加
藤

孝
男

三
条
西
実
隆
の
身
つ
く
ろ
い

三
宅
ち
ぐ
さ

近
衛
家
に
お
け
る
蘇
輯
の
詩
文

松
尾

肇
子

「
う
る
か
問
答
」
の
遊
び
と
民
間
説
話

-
鮎
の
狂
歌
話
i

小
林

幸
夫

森
田
思
軒
と
東
ア
ジ
ア
情
勢

藤
井

淑
禎

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

1

『明
星
』
第
二
次
時
代
の
漢
詩
人

與
謝
野

寛
1

西
村
富
美
子

仏
伝
図
と
講
式

-
仏
生
会
講
式
を
出
発
点
と
し
て
1

渡
邉

里
志

「現
代
」
の
定
着
と

「近
代
」

1
漱
石
の

「
今
代
」
の
使
用
を
通
し
て
1

田
島

優

デ
ス
に
よ
る
丁
寧
表
現

丹
羽

一
彌

〈研
究

ノ
ー
ト
〉
三
浦
哲
郎
作
品
論

1

『白
夜
を
旅
す
る
人
々
』
ー

近
藤

洋
子

・
第
九
号

(通
巻
第
六
十
八
号
)
平
成
二
十
二
年

三
月

宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

-
度
会
氏

の
祖
先
祭
祀
と
胞
衣

の
祀
り
1

小
林

幸
夫

与
謝
野
寛
と
朝
鮮
王
妃
暗
殺
事
件

加
藤

孝
男

外
交
官
漢
詩
人

堀
口
九
萬

一
の
詩
作
年
譜

西
村
富
美
子

『
歴
代
両
漸
詞
人
小
伝
』
の
著
者
、
周
慶
雲
の
こ
と

松
尾

肇
子

吉
田
戦
車

『
伝
染
る
ん
で
す
。』
に
お
け
る
心
理
と
言
葉

大
場

厚
志

国
際
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

日
本
の
現
代
人
形
劇
の
問
題
と
人
形
劇
の
新
し
い
傾
向

高
橋

一
元

・
第
十
号

(通
巻
第
六
十
九
号
)
平
成
二
十
三
年

三
月

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

1

『冬
柏
』
時
代
の
漢
詩
人

與
謝
野

寛
-

西
村
富
美
子

西
脇
順
三
郎
と
前
衛
短
歌
運
動

加
藤

孝
男

林
真
理
子
と

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

北
出
真
紀
恵

詩
余
も
の
が
た
り

唐
五
代
篇

-
清

・
葉
申
郵

『本
事
詞
』
i
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松
尾
肇
子
訳

諸
星
大
二
郎

「
子
供
の
遊
び
」
読
解

ー
子
供
が
大
人
に
な
る
と
は
1

大
場

厚
志

文
明
論
と
し
て
の
マ
ン
ガ

ー
星
野
之
宣
を
通
し
て
考
え
る
ー
春
日
井
眞
英

・
第
十

一
号

(通
巻
第
七
十
号
)
平
成
二
十
四
年

三
月

竹
河
巻

の
昇
進
の
記
事
を
め
ぐ

っ
て

新
詩
社

『
明
星
』
の
同
人

渡
邊
湖
畔
の
創
作
活
動
の
軌
跡

-
短
歌
か
ら
漢
詩

へ
の
志
向
-

古
武
術
の
身
体

-
柳
の
風
景
が
象
徴
す
る
も
の
1

海
外

で
上
演
す
る
と
い
う
こ
と

1
言
葉
の
壁
を
越
え
る
に
は
1

女
た
ち
の
が
ら
ん
ど
う

「絆
」
の
意
味
世
界

紫
門
ふ
み
に
見
る
人
間
観

・
女
性
像

諸
星
大
二
郎

「
不
安

の
立
像
」

読
解

-
日
常
の
中
の
無
意
識
-

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(
一
)

1
清

・
葉
申
鄭

『
本
事
詞
』
1

『女
庭
訓
往
来
』
と

『
螺

購

式
女
庭
訓
御
所
文
庫
』

1
漢
字
使
用
状
態
か
ら
ー

・
第
十
二
号

(通
巻
第
七
十

一
号
)
平
成
二
十
五
年

三
月

「く
れ
は
と
り
」
と

「女
郎
花
」

の
説
話
伝
承

-
西
鶴
の
因
果
話
-

小
林

幸
夫

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

1

『満
蒙
遊
記
』
付

「満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩

(
一
)
-

西
村
富
美
子

千
葉
蓮
華
の
咲
く
祭

(そ
の

一
)
北
設
楽

の
花
祭
を
考
え
る

春
日
井
眞
英

宮
田

光

西
村
富
美
子

加
藤

孝
男

高
橋

一
元

北
出
真
紀
恵

春
日
井
眞
英

大
場

厚
志

松
尾

肇
子

三
宅
ち
ぐ
さ

遍
在
す
る
無
意
識

-
諸
星
大
二
郎

の

「
袋
の
中
」
と

「影
の
街
」
1

大
場

厚
志

よ
し
な
が
ふ
み

『大
奥
』
を
読
む

ー

「純
粋
な
関
係
性
」
を
求
あ
て
1

北
出
真
紀
恵

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(二
)

1
清

・
葉
申
藏

『本
事
詞
』
1

松
尾

肇
子

校
本
詩
学
大
成
抄

(
一
)

小
林
幸
夫

・
松
尾
肇
子

・
大
島
絵
莉
香

・
第
十
三
号

(通
巻
第
七
十
二
号
)
平
成
二
十
六
年

三
月

コ

夜
白
髪
」
の
こ
こ
ろ

1
白
髪
天
神
説
話
と
北
野
の
神
詠
ー小
林

幸
夫

石
仏
幻
想

の
路

-
三
遠
信
に
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
探
し
て
i
春
日
井
眞
英

与
謝
野
晶
子
作

"
鉄
幹
哀
悼
の
短
歌

「寝
園
」
を
め
ぐ

っ
て

西
村
富
美
子

角
田
光
代

『紙

の
月
」
を
読
む

ー
ま
や
か
し
の

〈愛
〉
と
ま
や
か
し
の

〈
わ
た
し
>
1

北
出
真
紀
恵

ス
ク
リ
ー
ン
の
向

こ
う
と
こ
ち
ら

1
現
代
影
絵
劇

の
動
向
-
高
橋

一
元

詩
余
も

の
が
た
り

北
宋
篇

(三
)

1
清

・
葉
申
蔀

『本
事
詞
』
1

松
尾

肇
子

校
本
詩
学
大
成
抄

(二
)

小
林
幸
夫

・
松
尾
肇
子

・
大
島
絵
莉
香

・
第
十
四
号

(通
巻
第
七
十
三
号
)
平
成
二
十
七
年

三
月

石
の
仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
顔

-
石
仏
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

(2
)春
日
井
眞
英

女
性

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
八
〇
年
代

1

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
し
さ
」

の
改
革
の
後
で
1

北
出
真
紀
恵

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(四
)

ー
清

・
葉
申
郵

『
本
事
詞
』
1
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松
尾

肇
子

校
本
詩
学
大
成
抄

(三
)

小
林
幸
夫

・
松
尾
肇
子

・
大
島
絵
莉
香

北
海
道
浦
河
町

「
べ
て
る
の
家
」

に
お
け
る

「
治
療
文
化
」
に
関
す
る
考
察

1

「場
所
性
」
「歴
史
性
」
「
周
縁
性
」
の
観
点
か
ら
ー

(
1
)
i早
野

禎
二

・
第
十
五
号

(通
巻
第
七
十
四
号
)
平
成
二
十
八
年

三
月

山
田
美
妙
初
期
草
稿
の
問
題

(
2
)

ー

「智
」
「情
」

の
言
説
と

「
詩
」
の
位
置
づ
け
1

大
橋

崇
行

内
山
英
保
編
輯

和
漢
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

『冬
柏
山
房
抄
』
の
意
義

ー
与
謝
野
寛

・
晶
子
と
鎌
倉
文
学
サ
ロ
ン
i

西
村
富
美
子

石
の
仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
顔

-
愛
知
県
東
栄
町
の
石
造
文
化
財
を

中
心
と
し
て
1

石
仏
の
イ

コ
ノ
ロ
ジ
ー
③

春
日
井
眞
英

藤
子

・
F

・
不
二
雄
に
お
け
る

〈
も
う

一
人
の
自
分
〉

大
場

厚
志

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(五
)

ー
清

・
葉
申
郵

『本
事
詞
』
1

松
尾

肇
子

校
本
詩
学
大
成
抄

(四
)

小
林
幸
夫

・
松
尾
肇
子

・
大
島
絵
莉
香

北
海
道
浦
河
町

「
べ
て
る
の
家
」
に
お
け
る

「
治
療
文
化
」
に
関
す
る
考
察

1

「
場
所
性
」
「歴
史
性
」
「
周
縁
性
」
の
観
点
か
ら
ー

(2
)
1早
野

禎
二

・
第
十
六
号

(通
巻
第
七
十
五
号
)
平
成
二
十
九
年

三
月

伊
勢
の

「歌
占
人
」

ー
産
土
の
神
祭
と
陰
陽
師
1

小
林

幸
夫

与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
主
宰

「
明
星
」
の
最
終
の
同
人
誌

『冬
柏
』

1
異
彩
の
同
人

井
上
苔
渓

に
つ
い
て
1

西
村
富
美
子

E

・
A

・
ボ
ー
の

「黒
猫
」
と
そ
の
映
像
化
に
つ
い
て

大
場

厚
志

石
の
仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
顔

-
石
仏
を
考
え
る
ー

(石
仏
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
⑦
)

春
日
井
眞
英

家
事
労
働
と

"愛
"
を
め
ぐ
る

一
考
察

ー
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「逃
げ
る
は
恥
だ
が
役
に
立

つ
」
を
題
材
に
1北
出
真
紀
恵

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(六
)

1
清

・
葉
申
郵

『
本
事
詞
』
1

松
尾

肇
子

校
本
詩
学
大
成
抄

(五
)

小
林
幸
夫

・
松
尾
肇
子

・
大
島
絵
莉
香

・
第
十
七
号

(小
林
幸
夫
教
授
追
悼
号
)
(通
巻
第
七
十
六
号
)

平
成
三
十
年

三
月

序研
究
業
績

一
覧

小
林

幸
夫

さ
よ
う
な
ら
考

1
そ
の
成
立
と
別
れ
の
挨
拶
表
現
の
シ
ス
テ
ム
変
化
ー

田
島

優

紫
の
上
は
六
条
院
で
終
焉
を
迎
え
た

嘉
藤
久
美
子

散
逸
物
語

『
み
か
き
が
原
』
の
再
検
討

-
人
間
関
係
を
中
心
に
1
宮
田

光

文
体
様
式
と
し
て
の

「人
情
噺
」

ー
三
遊
亭
円
朝

『怪
談
/
牡
丹
灯
籠
』
と
坪
内
迫
遥

『小
説
神
髄
』

「文
体
論
」
と
の
関
係
-

大
橋

崇
行

尾
張
国
の
仏
像
に
み
る
中
央
と
地
方

小
野

佳
代

石
の
仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
顔

-
東
栄
町
の
石
仏
を
中
心
と
し
て
ー

(石
仏
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
⑨
)

春
日
井
眞
英

空
飛
ぶ
診
療
所

-
京
都
放
送

「早
川

一
光

の
ば
ん
ざ
い
人
間
」
を
事
例
と
し
て
1北
出
真
紀
恵

方
言
調
査

で
面
接

の
方
法

丹
羽

一
彌

〈研
究

ノ
ー
ト
〉

『詩
学
大
成
抄
』
に
見
え
る
書
籍
を
め
ぐ

っ
て

ー
付

『詩
学
大
成
抄
』
書
名
索
引
稿
-

松
尾

肇
子
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〈研
究
ノ
ー
ト
〉
林
羅
山

『歌
行
露
雪
』
考

(
一
)

西
村
富
美
子

〈研
究
ノ
ー
ト
〉
三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説

ー

『週
刊
平
凡
』
に
み
る
1

近
藤

洋
子

詩
余
も
の
が
た
り

北
宋
篇

(七
)

1
清

・
葉
申
藩

『本
事
詞
』
i

松
尾

肇
子

〈随
想
〉
小
林
幸
夫
先
生
を
偲

ん
で

高
野

春
廣

〈随
想
〉
小
林
さ
ん
の
思
い
出

早
野

禎
二

・
第
十
八
号

(通
巻
第
七
十
七
号
)
平
成
三
十

一
年

三
月

落
語
化
す
る

「素
人
洋
食
」

1
山
田
美
妙
原
作
か
ら
三
遊
亭
円
遊
口
演

へ
1

大
橋

崇
行

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

1

『満
蒙
遊
記
』
付

「満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩

(二
)
1

西
村
富
美
子

石

の
仏

に
見
る
隠
さ
れ
た
顔

ー
見
立
て
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
ー

(石
仏

の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
i
⑪
)

春
日
井
眞
英

〈研
究

ノ
ー
ト
〉
極
私
的

「
テ
レ
ビ
人
形
劇
」
史

ー
画
面

の
こ
ち
ら
側
か
ら
1

高
橋

一
元

詩
余
も

の
が
た
り

南
宋
篇

(
一
)

ー
清

・
葉
申
郵

『本
事
詞
」
ー

松
尾

肇
子

・
第
十
九
号

(通
巻
第
七
十
八
号
)
令
和
二
年

三
月

京
都
府
立
京
都
学
歴
彩
館
寄

託

『
風
葉
和
歌
集
」
(山
本
本
)
に

つ
い
て

宮
田

光

・
安
田

徳
子

・
乾

澄
子

『
や
ま
と
新
聞
』
に
お
け
る

「小
説
」
と

「
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
の
翻
訳

-
三
遊
亭
円
朝

「錦

の
舞
衣
」

を
め
ぐ

っ
て

大
橋

崇
行

木
喰
の
立
木
仏

・
子
安
観
音

・
子
安
地
蔵
か
ら
考
え
る

1
石
仏
の
隠
し
た
世
界
ー

(石
仏

の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
⑫
)

春
日
井
眞
英

詩
余
も
の
が
た
り

南
宋
篇

(二
)

1
清

・
葉
申
瑠

『本
事
詞
』
ー

基
底
核
を
発
動
す
る
連
体
修
飾
の
検
証

-
寺
村
秀
夫
の
用
例
を
対
象
に
し
て
ー

樋 松
野 尾

肇
・子

幸
男

・
第
二
十
号

(通
巻
第
七
十
九
号
)
令
和
三
年

三
月

陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「鄙
作
意
解
」
を
め
ぐ

っ
て

松
尾

肇
子

講
談
と
落
語
の
あ
い
だ

ー
初
代
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク

「英
国
実
話
/
孤
児
」

が
示
す
も
の

大
橋

崇
行

『
冬
柏
』

"
新
詩
社

『明
星
』

の
未
完

の
終
焉

1
そ
の
軌
跡
-西
村
富
美
子

翼
を
持

つ
石
像
の
分
布

-

一
石
三
十
三
観
音

の
石
像
か
ら
ー

(石
仏
の
イ

コ
ノ
ロ
ジ
ー
⑬
)

春
日
井
眞
英

詩
余
も
の
が
た
り

南
宋
篇

(三
)

1
清

・
葉
申
郵

『本
事
詞
』
1

松
尾

肇
子

精
神
障
害
者
の
社
会
関
係
資
本
形
成
と

O
碧
p
ぴ
庄
身

の
関
連
に
つ
い
て

1
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
以
前
と
以
後
の
比
較

の
視
点
か
ら
1早
野

禎
二

基
底
名
詞
句
ノ
顕
在
ス
ル
準
体
構
造
の
粗
描

樋
野

幸
男

・
終
刊
号

(通
巻
第
八
十
号
)
令
和
五
年

九
月

額
田
王
と
額
田
姫
王

-
別
人
説
か
ら
見
え
て
く
る
世
界
-

加
藤

孝
男

『源
氏
物
語
』
に
お
け
る

「や

つ
る
」
「
や

つ
す
」

1
男
君
、
女
君
の
人
生
を
彩
る
言
葉
と
し
て
1

伊
勢

光

「匂
兵
部
卿
」
巻
考

-
薫
と
匂
宮
の
年
齢
-

嘉
藤
久
美
子

宗
祇
筆

『源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

1
空
蝉

・
梅
枝

・
宿
木

・
浮
舟

・

手
習

・
夢
浮
橋
を
中
心
に
1

宮
田

光

『宇
津
保
物
語
』
「国
譲
上
」
の

「仮
名
手
本
」
に

つ
い
て

(再
考
)

田
島

優
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陽
明
文
庫
蔵

新
井
白
石

「
楼
名
」
を
め
ぐ

っ
て

松
尾

肇
子

「人
情
」
と
心
理
学

坪
内
迫
遥

『小
説
神
髄
』
再
読

大
橋

崇
行

癒
さ
れ
る
漱
石

ー
俣
野
義
郎
と
野
村
伝
四
-

藤
井

淑
禎

恩
田
陸

「六
番
目
の
小
夜
子
」
論

ー
小
夜
子
と
は
誰
な
の
か
1中
川

智
寛

山
崎
豊
子

『
運
命
の
人
』
が
問
い
か
け
る
も
の

北
出
真
紀
恵

民
主
主
義
と
テ
レ
ビ
の
選
挙
報
道

i
国
政
選
挙

「
テ
レ
ビ
報
道
」
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
-

高
野

春
廣

中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
貸
借
表
現

i

「か
す
」
と

「か
る
」
1
三
宅
ち
ぐ
さ

一
宮
市
妙
興
寺
の
弁
才
天
像
と
南
無
仏
太
子
像

-
未
指
定
文
化
財
か
ら
県
登
録
文
化
財

へ
1

小
野

佳
代

キ
リ
ス
ト
教
的
視
点
か
ら
子

ど
も
を
抱
く
石
仏
を
考
え
る

1
子
ど
も

・
仔
馬
を
抱
く
石
像
を
考
え
る
ー

春
日
井
眞
英

E

・
A

・
ポ
i

「落
と
し
穴

と
振
り
子
」

の
映
画
化

に
つ
い
て
大
場

厚
志

現
在
日
本

に
お
け
る
学
と
知

の
危
機

ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
理
論
と
思
想
の
視
点
か
ら
1

早
野

禎
二

人
形
劇

「
な
か
よ
し
」
は
ど

こ
が
面
白
い
の
か

1
幼
児
は
人
形
劇
を
ど
う
見

て
い
る
か
ー

高
橋

一
元

語
彙
総
体
論
的
研
究
の
進
展

の
期
待

田
島

鱗
堂
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(文
責

近
藤
洋
子

松
尾
肇
子
)


